
市立幼稚園の目指すべき姿について（案）

市立幼稚園が担うべき機能・役割
（第3回までの意見集約）

協議内容（例）
（第4～5回で意見交換）

①センター機能
⑴就学前教育の研究実践機能の充実
・「後伸びする力」の具体的検証
・質の向上や就学前教育スタンダードの作成及び成果の発信

⑵インクルーシブ教育の推進
・判定機関の設置
・医療的ケア児の受入
・特別支援に関する継続的な相談体制
・通常学級の定員及び特性に応じた職員の配置

⑶地域の子育てセンター機能
・プレ保育、子育てサークルの実施（子どもの発達保障）

⑷待機児童対策等
・就労世帯に対応した預かり保育時間の見直し
・既存の保育施設等の活用・認定こども園化

⑴就学前教育の研究実践機能の充実
・幼保小連携に向けた取組について、現行のまま進めていくことがよいか、新た
な取組みが必要か。
・インクルーシブ教育の観点から、何か必要な機能はあるか。
⑵インクルーシブ教育の推進
・特別な支援を要する子どもの受入範囲をどこまで拡充していくことが妥当か。
・「特設学級」を廃止し、通常学級の中で特別な支援を要する子どもを受入れる
という考え方について。
・判定機関における具体的な役割は。
⑶地域の子育てセンター機能
・インクルーシブ教育の観点から、何か必要な機能はあるか。
・官民幼保が連携して実施できる取組は何か考えられるか。
⑷待機児童対策等
・他に待機児童対策等について何が考えられるか。
・インクルーシブ教育の観点から、預かり保育の延長は必要か。

●その他に市立幼稚園がセンターとして必要とする機能はあるか。

②情報発信機能
・子育て支援事業に関する情報（※県との情報連携）
・子どもの発達相談に関する情報
・教育保育施設に関する情報
⇒情報整理、効果的な情報発信

・市立幼稚園が情報発信機能を担っていく意義は。また、何ができるの
か。
・地域や家庭が求める情報は具体的に何があるか。

③３年保育の実施
・質の向上や就学前教育のスタンダード作成及び成果の発信
・子どもの数の増による教育の質の向上や保障
・集団での保育が必要な支援を要する２～３歳の子どもの受け皿
・保護者ニーズ

・３年保育を実施することの意義は（なぜ、私立幼稚園が担うだけではだめなの
か）
・３年保育を実施するならば、私立幼稚園の経営に支障がでるのではないか（私
立幼稚園との共存共栄を保ちながら、３年保育の実施ができるのか）
・３年保育を望む声には、具体的にはどのような理由があるのか。
・インクルーシブ教育の観点から、３年保育の実施は必要か。

④市立幼稚園の再編（第3回）
（認定こども園化）
・認定こども園化を設置することの意義は。求める声はあるのか。
・設置にあたり、課題として何があるか。
（統廃合）
・統廃合は必要であるか。その理由は。
・今後の適正な園の設置数や配置は。その考え方は。
・複数学級の編成は必要であるか。

幼稚園（センター機能・情報発信機能・３年保育）
⑴認定こども園化
⑵統廃合
⇒学びと育ちの実践ができる園を試行的に（１園）設置

その他
給食の実施

資料４（別紙）

※ 協議内容は、事務局からの例示事項であり、
上記の記載項目以外にもご意見をお願いします


